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「台湾風まぜそば」出店の様子

豆まきの様子

フードスタジアムの様子

　
２
月
３
日
、
幼
稚
園
で
豆
ま
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
快
晴
の
下
、
年
長
児
、
年
中
児
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
先
生
か
ら
節
分
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

鬼
が
登
場
。
園
児
た
ち
は
び
っ
く
り
し
た
表

情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、
鬼
に
向
か
っ
て
「
鬼

は
外
！
」
と
大
き
な
声
と
と
も
に
豆
を
投
げ

ま
し
た
。
中
に
は
鬼
の
怖
さ
に
泣
き
だ
し
て

し
ま
う
園
児
も
い
ま
し
た
が
、
力
を
合
わ
せ

て
鬼
に
立
ち
向
か
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
鬼
への
質
問
タ
イ
ム
が
あ
り
、怖
が
っ

て
い
た
園
児
も
、
頑
張
っ
て
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
聞
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
いっ

ぱ
い
豆
を
投
げ
た
よ
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
旧
広
島
市

民
球
場
跡
地
で
、
和
木
町
が
参
加
し
て
い
る

広
島
広
域
都
市
圏
も
出
店
し
た
「
ひ
ろ
し

ま
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
冬
の
陣
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
神
楽
の
披
露
や
２
万
食

の
巨
大
か
き
鍋
が
販
売
さ
れ
、
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
和
木
町
は
地
域
振
興
協
会
が
中
心
と
な
り
、

特
産
品
で
あ
る
黒
麺
を
使
用
し
た
「
台
湾
風

ま
ぜ
そ
ば
」
を
販
売
し
ま
し
た
。
売
り
上
げ

は
好
調
で
、
ま
ぜ
そ
ば
を
食
べ
た
人
は
「
ピ
リ

辛
で
美
味
し
い
。
自
宅
で
も
作
っ
て
み
よ
う
か

な
。」
と
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

幼
稚
園
豆
ま
き

ま
ち
の
話
題

ひ
ろ
し
ま
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
冬
の
陣

和
木
町
が
出
店

　
２
月
16
日
、
和
木
小
学
校
（
福
坂
通
恭
校

長
）
の
４
年
生
の
児
童
74
名
が
和
木
町
里
山

研
究
会
（
明
本
收
二
会
長
）
の
指
導
の
も
と

で
し
い
た
け
の
植
菌
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
森
林
学
習
の一環
と
し
て
行
わ
れ
る
授
業

で
毎
年
４
年
生
が
行
って
い
ま
す
。

　
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
暖
か
い
春
の
陽

気
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
ド
リ
ル
で

原
木
に
穴
を
あ
け
て
、
し
い
た
け
の
菌
を
原

木
に
埋
め
込
み
ま
し
た
。
今
回
の
作
業
で
植

菌
し
た
し
い
た
け
は
、
１
年
ほ
ど
で
収
穫
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
は
４
年
生
の
子
ど

も
た
ち
も
、
す
く
す
く
と
成
長
し
た
し
い
た

け
が
収
穫
で
き
る
頃
に
は
５
〜
６
年
生
と
な
っ

て
い
ま
す
。
大
き
な
し
い
た
け
が
収
穫
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
。（
表
紙
写
真
）

ま
ち
の
話
題

和
木
小
学
校
の
森
林
学
習

〜
し
い
た
け
の
植
菌
〜

米本町長と三紙支部長

　
２
月
８
日
、
一
般
社
団
法
人
山
口
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
岩
国
支
部
（
三
紙
庄
一
支
部
長
）
の

皆
さ
ん
が
和
木
町
を
訪
ね
、
小
学
校
全
児
童

に
「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
の
日

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品
が
描
か
れ
て

お
り
、
和
木
小
学
校
６
年
重
松
乃
々
香
さ
ん

の
作
品
「
ミ
ス
テ
リ
ー
調
査
ト
ラ
ッ
ク
」
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
２
月
12
日
に
村
重
百
合
子
さ
ん
が
満
90
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
寄
贈

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題
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ガスをボンベに充填 じゃがいもの陳列準備

CTの画像を確認

　
今
回
は
和
木
町
内
を
は
じ
め
、
岩
国
市
や

大
竹
市
の
計
32
事
業
所
で
体
験
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
生
徒
の
多
く
が
、
普
段
外
側
か

ら
見
る
の
と
は
違
い
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る

仕
事
の
内
容
に
驚
い
て
い
た
様
子
で
し
た
。
ま

た
、
あ
い
さ
つ
や
言
葉
遣
い
な
ど
、
社
会
人
と

し
て
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
礼
儀
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。日
頃
と
は
違
う
場
所
で
、

ど
の
生
徒
も
生
き
生
き
と
活
動
す
る
様
子
が

見
ら
れ
、
充
実
し
た
体
験
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　
２
年
生
は
も
う
す
ぐ
３
年
生
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
選
択
と
い
う
重
要
な
時
期

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
が
生
か
さ

れ
る
よ
う
に
願
って
い
ま
す
。

　
１
月
24
日
か
ら
26
日
の
３
日
間
、
和
木
中
学

校
２
年
生
の
生
徒
が
、「
職
場
体
験
学
習
」
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
職
業
や
勤
労
に
対

す
る
関
心
を
高
め
、
人
々
と
触
れ
合
う
こ
と
で

社
会
に
お
け
る
人
間
関
係
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

自
分
の
生
き
方
を
深
く
考
え
、
自
分
の
適
性

と
能
力
を
生
か
せ
る
進
路
選
択
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

中
学
校

　職
場
体
験
学
習

　
２
月
７
日
、
８
日
に
、
幼
稚
園
で
年
少
組

に
よ
る
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
練
習
し
て
き
た
歌
な
ど
の
表

現
活
動
を
披
露
し
た
後
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
大
好
き
な
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
遊
べ
て
終
始
笑
顔
が
絶
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ま
ち
の
話
題

きりん うさぎ

ひよこ ぱんだ手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が

い
を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済

的
な
自
立
を
促
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参

加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

 

日
時  

３
月
８
日
㈬
　
15
時
〜
15
時
30
分

 

場
所  

総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売
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柳井さつき氏による講演

三上かおり氏

　
２
月
６
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、
シ
ニ

ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
柳
井
さ
つ
き
氏
に
よ
る
野

菜
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
、
約

50
名
の
方
が
受
講
し
ま
し
た
。　

　
大
根
の
ひ
げ
根
の
生
え
方
の
ク
イ
ズ
に
始
ま

り
、
一日
の
野
菜
の
目
標
摂
取
量
や
実
際
に
摂

取
量
を
増
や
す
具
体
例
に
つい
て
、
わ
か
り
や

す
く
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
寿
命

の
延
伸
に
つい
て
の
話
も
さ
れ
、
食
事
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

　
２
月
９
日
、
和
木
小
学
校
で
「
子
育
て
支

援
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
和
木
小
学
校
の
入
学
説
明

会
に
合
わ
せ
、
新
入
生
の
保
護
者
や
子
育
て

支
援
に
興
味
関
心
の
あ
る
地
域
住
民
を
対
象

に
毎
年
行
って
い
る
講
座
で
、
今
年
は
約
70
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
親
業
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
三
上
か

お
り
氏
を
お
招
き
し
、「
親
子
の
絆
を
深
め
る

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
心
が
つ
な
が
る
聞
き
方
、

伝
え
方
〜
」
と
題
し
て
、
ご
講
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
三
上
氏
は
、「
自
分
や
相
手
を
変
え
る
の
で

は
な
く
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
方
法
を
変
え

る
」「
な
げ
か
け
ら
れ
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず

受
け
止
め
る
」
な
ど
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を

交
え
て
、
親
と
し
て
の
心
構
え
や
親
子
の
対

話
の
仕
方
に
つい
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
講
座

健
康
づ
く
り
講
演
会
「
野
菜
d
e
げ
ん
き
」
を
開
催スロージョギングの実演

　
２
月
10
日
、
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、

50
・
60
代
（
ア
ラ
ウ
ン
ド
還
暦
）
の
方
を
対

象
に
福
岡
安
全
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
紀
子
先
生

に
よ
る
「
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
講
習
会
」
を
開

催
し
、
約
40
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、歩
く
ス
ピ
ー
ド
で
ジ
ョ

ギ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
約
２
倍

の
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
、
か
つ
下
肢
の
筋
肉
増

加
、
持
久
力
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
運
動
で
、

N
H
K
の
番
組
な
ど
で
も
特
集
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
の
方
か
ら
は
、「
こ
れ
な
ら
続
け

ら
れ
る
」「
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
後
は
手
足
も
ポ

カ
ポ
カ
。
冷
え
性
な
の
に
ウ
ソ
み
た
い
。」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

ア
ラ
カ
ン
世
代
の

「
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
講
習
会
」
を
開
催

ま
ち
の
話
題

重岡教育長と藤本専務

　
２
月
10
日
、山
口
東
農
業
協
同
組
合（
神
尾

透
組
合
長
）よ
り
J
A
山
口
東
が
主
催
す
る

第
４
回
J
A
山
口
東
11
米（
い
い
よ
ね
）グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
米（
山
口
県
開
発
品
種
の
あ
き
ま
つ

り・美
和
町
）２
俵（
1
2
0
ｋｇ
）が
給
食
セ
ン

タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、地
域
の
結
び
つ
き
、米
の
普
及

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、岩
国
地
域
で

優
秀
賞
を
獲
得
し
た
５
農
家
の
米
が
審
査
さ

れ
最
優
秀
賞
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。寄
贈
さ

れ
た
米
は
、２
月
13
日
、15
日
、17
日
の
幼・小・

中
の
給
食
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

米
２
俵
（
1
2
0
ｋｇ
）

J
A
山
口
東
よ
り
寄
贈

ま
ち
の
話
題
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3月の休館日 　利用者カードを持って図書館へお越し
ください。

＜ＣＤ＞
☆ＣＨＵＢＢＹ ＧＲＯＯＶＥ / ＩＮＡＢＡ,ＳＡＬＡＳ
☆Ｅ．Ｇ．ＣＲＡＺＹ / Ｅ-ｇｉｒｌｓ
☆サムネイル/ ＡＫＢ４８
☆永遠の昭和歌謡名曲集
☆ＡＬＬ ＳＩＮＧＬｅｅｅｅＳ～＆Ｎｅｗ Ｂｅｇｉｎｎｉｎｇ～/ ＧＲｅｅｅｅＮ
☆Ｇ.Ｓ.ｍｅｅｔｓ Ｔｈｅ ＫａｎＬｅＫｅｅＺ /ザ・カンレキーズ
☆ＹＥＬＬＯＷ ＤＡＮＣＥＲ / 星野源
☆ＪＯＹ ＯＦ ＬＩＦＥ / 葉加瀬太郎

＜一般書＞
『家と庭』　　　　　　　　　　　　　畑野智美 著
『星に願いを、そして手を。』　　　　　　青羽悠 著
『敵の名は、宮本武蔵』　　　　　　　木下昌輝 著
『北斎まんだら』　　　　　　　　　　　梶よう子 著
『今ひとたびの、和泉式部』　　　　　　諸田玲子 著
『騎士団長殺し　第 1部　顕れるイデア編』

村上春樹 著
『騎士団長殺し　第 2部　遷ろうメタファー編』　

村上春樹 著
『物件探偵』　　　　　　　　　　　　　乾くるみ 著

『不発弾』　　　　　　　　　　　　　相場英雄 著
『終りなき夜に生れつく』　　　　　　　　　恩田陸 著

＜児童書・絵本＞
『おもちゃのかたづけできるかな』　

深見春夫 作・絵、梶ヶ谷陽子 監修
『ぼくらのエコー』　　　　　　　　荒井良二 作・絵
『がっこうだって　どきどきしてる』　
アム・レックス 作、クリスチャン・ロビンソン 絵、なかがわちひろ 訳
『コウノトリのコウちゃん』　　　　　  かこさとし 作・絵
『サンタクロースのはるやすみ』

ロジャー・デュボアザン 作・絵、小宮由 訳
『たべもののおはなし パン ねこの町のリリアのパン』　

小手鞠るい 作、くまあやこ 絵
『たべもののおはなし ラーメン 天の川のラーメン屋』　

富安陽子 作、石川えりこ 絵
『リットルのえほん』　　　　　　　オフィス 303 編
『春待つ夜の雪舞台』　　　斉藤洋 作、大矢正和 絵
『科学者18人にお尋ねします。宇宙には誰かいますか？』

佐藤勝彦 監修

    1 2 3 4
日 月 火 水 木 金 土

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

問合せ▼
TEL 54-0222　　FAX 54-0278

ホームページアドレス▼
http://www.waki-toshokan.jp/index.html

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

　図書館や小学校で、子どもたちへの読
み聞かせ活動をしてみませんか？「絵本
を読むのが好き」「新しいことに挑戦し
たい！」「本を読んであげた子どもたち
の笑顔が見たい」。そんな思いをお持ち
のあなた！年齢・性別・経験は問いませ
ん。興味のある方は、ぜひ図書館へお問
い合わせください。
 問   図書館（☎54-0222）

読み聞かせ
ボランティア募集！

日　時▼
３月１８日(土)
１０時３０分～１１時
おはなし会サークル
「ゆびとま」
場　所▼
図書館おはなしの部屋
問合せ▼
図書館（☎54-0222）

おはなし会の
　　　おしらせ

図書を寄贈していただきました
　三井化学株式会社岩国大竹工場様より、青
少年の育成及び科学（化学）への興味・関心
を持ってもらいたい、という目的で図書を寄
贈していただ
きました。館内
で展示及び貸し
出しをしていま
すので、ぜひご
覧になってくだ
さい。
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町ぐるみ「和木学園」がは
じまります!!

　和木学園とは、町全体を学園として、生まれる前か
らお墓に入るまでのライフステージの中で「生涯学
習」を推進していく取組です。
※新しい校舎が建つのではありません。
　コンパクトでまとまりのある和木町の利点を生かし
て、誰もが生徒となり、先生となる活動ができるのでは
ないか？と町全体で生涯学習を進めていく学園として
考えていきます。

和木学園って？なに？

　３月１８日㈯１３時3０分から、文化会館において町ぐるみ「和木
学園」の開園式を行います。記念講演では、もみじまんじゅう～でお
なじみの島田洋七さんに生涯学習についてご講演いただきます。
多くの皆さまのご参加をお待ちしています。
　３月２日㈭より参加申込を受け付けます。申込受付は、文化会館、
総合コミュニティセンター窓口にて行います。定員に達しましたら、
申し込みを締め切らせていただきますのでご了承ください。
 問　教育委員会（☎５３－３１２３）

和木学園の合言葉は、
　　「みんなが生徒、みんなが先生」

開園式
３月１８日㈯!!!

　和木学園実行委員会では、町民の方に参加して
いただく講座を企画しています。その取り組みが、２月
に実施しました『町ぐるみ和木学園お試し講座』でし
た。講座を体験して、参加するだけではなく次回から
企画側にも加わっていただきたいと考えています。
　これまでは、受け身の講座が多い中、これからは主
催者側として多くの町民の方に参加していただきた
いと思います。
　【我こそは】と是非、手を挙げて参加をしていただき
たいと思っております。町ぐるみ和木学園は皆さんの
手で大いに盛り上げていくことができ、活気ある町の
実現に繋がります。

和木学園が
はじまれば、どうなるの？
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468

郷土料理
「もぶり」「大平」チャレンジ★

町ぐるみ「和木学園」お試し講座 開催！

　２月１０日、和木町文化会館で、すぐに使える小ネタ（マジッ
ク）を親子で楽しんでもらう『小ネタは地味だが役に立つ♪』
が行われました。
　講師である重岡
教育長の軽妙なトー
クを交えた小ネタに、
笑いや歓声が上
がっていました。また、
親子で別々のマジッ
クを覚えてお互いに
教えあうなど、大い
に楽しんだ様子でし
た。

町ぐるみ「和木学園」の開校直前イベントとして、４つのお試し講座が実施されました。

　２月１８日、保健相談センターで、本場中国の餃子作りを体験
する『中華まるかじり』が行われました。
　講師に和木町内で中華料理店を営む三間さんをお招きして、中
国の正月である春節に、その
年の健康や幸福を願って食べ
る水餃子の作り方を学びました。
参加者はメモを取るなどしなが
ら、熱心に取り組んでいました。

　２月１４日、和木町内の“きわ（際）”を自分の足で歩き、新
たな発見やいつもと違う景色を楽しみ、健康増進を図る『わき
のきわウォーク“工場を歩こう” 』が行われました。
　今回は、ＪＸエネルギー㈱麻里布製油所のご協力により、和
木町の河口部や海側の“きわ”を歩かせていただきました。また、
普段あまり意識することのない和木４丁目、５丁目と岩国市との
“きわ”も歩きました。
参加者からは、「知
らなかった。」、「良
い経験ができた。」
など、大変満足され
た様子でした。

　保健相談センターで、『郷土料理　「もぶり」、「大平」チャレ
ンジ』が行われました。
　和木町・岩国市・大竹市に伝わる郷土料理を「和木町お
ふくろさん有志」に教えていただきました。参加者からは身近
な材料で手軽に作れる
ので、家でも作ってみ
たいとの声が上がって
いました。この体験を
機に家庭でより身近な
料理となってもらいたい
と思います。

ファミリー向けイベント講座
小ネタは地味だが役に立つ♪

中華まるかじり

わきのきわウォーク
“工場を歩こう”
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臨時福祉給付金
（経済対策分）について

臨時福祉給付金
（経済対策分）について

■高齢者福祉タクシー
　高齢者の方が、①病院への通院及び入退院　②施設への通所及
び入退所にタクシーを利用する場合、基本料金の額を助成する制度
です。
利用できる方  町内に一年以上居住する方で、高齢者実態調査等に
より下記に該当する方
○65歳以上で寝たきり状態の方
○70歳以上でひとり暮らし、またはひとり暮らしに近い状態にある方
○75歳以上の方のみで構成される世帯の世帯主

■心身障害者福祉タクシー
　心身に障害をおもちの方がタクシーを利用する場合、料金の一部を
助成する制度です。
利用できる方  町内に住所を有する方で、下記に該当する方
○1級から3級までの身体障害者手帳の交付を受けている方
○療育手帳（Ａ・Ｂ）の交付を受けている方
○国民年金法別表に規定する精神の障害を有する方

利用の申請について
 平成29年度分の交付申請は3月24日㈮から受け付けます。印鑑と旧
割引証（現在交付を受けている方）をお持ちのうえ、保健福祉課　福
祉・医療係にお越しください。
　なお、高齢者福祉タクシー、心身障害者福祉タクシーともに利用でき
る範囲は和木町内、岩国市内、大竹市内までで、利用できるタクシーは
芸防地区タクシー協会に加入しているタクシー会社です。
問  保健福祉課 （☎５２－２１９５）

福祉タクシーチケットの
申請・更新について

国保被保険者の方へ

　臨時福祉給付金は、平成２６年４月の消費税率引
上げによる影響を緩和するため、所得の少ない方に
対し、制度的な対応を行うまでの間の、暫定的・臨
時的な措置として実施しています。今回の給付金は、
平成２９年４月から平成３１年９月までの２年半分を一
括して支給します。
支給対象者
平成２８年度臨時福祉給付金対象者
※平成２８年１月１日時点で和木町に住民登録があり、
平成２８年度の町民税（均等割）が課税されて
いない方。ただし市町村民税課税者の扶養親族
や生活保護受給者等を除く。

給付額
支給対象者１人につき　１万５千円（１回限り）
申請期間
３月１０日㈮～７月３１日㈪
　対象と思われる方には、３月中旬までに申請書を
送付します。支給は４月以降から開始する予定です。

振り込め詐欺にご注意を！
　臨時福祉給付金に関して、町や厚生労働省など
がＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）
の操作をお願いすることは絶対ありません。不審な
電話があったときは、保健福祉課または警察署へご
連絡ください。

厚生労働省給付金専用ダイヤル
　
０５７０－０３７－１９２
問 保健福祉課（☎52－2195）

臨時福祉給付金
（経済対策分）について

臨時福祉給付金
（経済対策分）について

学生の被保険者証について
　国民健康保険は、和木町に住民票のある方が対象ですので、転出した場合には資格を失います。ただし、学生の場合は特例
として引き続き元の世帯にいるものとして、和木町の被保険者になります。
　この場合、学生用の被保険者証を発行いたしますので、保健福祉課で手続きをお願いします。
条件  修学中であり、転出して町外に住所を移している者（見込みの場合も含む）
必要な物  在学証明書や学生証の写しまたは合格通知等、被保険者証、印鑑、本人及び世帯主の個人番号のわかるもの、届出
人の本人確認書類

高額な外来診療を受ける方へ
　限度額適用認定証等を提示すれば、外来診療でも限度額までの支払いで済みます。

　認定証は、入院される場合もご利用いただけます。事前に申請が必要ですので、保健福祉課へお越しください。

被保険者証を郵送します
　４月以降にご使用いただく国民健康保険被保険者証を、今月下旬に郵送でお届けします。
　なお、保険料を滞納されている世帯の方には、お送りできない場合がありますので、お早目の納付、納付相談をお願いします。
問  保健福祉課　（☎５２－２１９５）

オー！ みな いいきゅうふ

７０歳未満の方 課税世帯
非課税世帯
課税世帯
非課税世帯

限度額適用認定証
限度額適用・標準負担額減額認定証
必要ありません。（高齢受給者証のみ）
限度額適用・標準負担額減額認定証７０歳以上の方
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　平成29年8月1日からは、年金を受け取るために必要な期間（保険料納付済等期間）が10年に短縮され、これまで年金を
受け取ることができなかった方も年金を受給できる可能性があります。

　対象者の方には、平成29年2月末～7月までの間に日本年金機構から「年金請求書」が順次送付される予定です。
●手続きについて
　日本年金機構から「年金請求書」が届きましたら、必要事項を記入の上、必要書類とあわせて年金事務所に提出してください。
●受給開始時期について
　平成29年9月分が10月にご指定の口座へ支給されます。（以降、2ヶ月分の年金が偶数月に支給されます）
●受給できる年金額について
　年金保険料を納めた期間に応じて支給される年金額が決まります。保険料を納めた期間が長ければそれだけ年金額が多く
なります。また、国民年金の後納制度や任意加入により、年金額を増やすことができる場合があります。

　10年の資格期間がない方でも、任意加入制度や後納制度等を活用することで、年金を受け取れる可能性があります。

　支給開始年齢に到達する3ヶ月前に、日本年金機構から「年金請求書」が送付されます。平成29年8月1日以降に支給開
始年齢に到達したら、「年金請求書」を年金事務所に提出してください。

　「ねんきんダイヤル」をご活用いただくか、年金事務所にお問い合わせください。

日本年金機構「ねんきんダイヤル」　　
０５７０－０５－１１６５（ナビダイヤル）
０５０で始まる電話でおかけになる場合は　０３－６７００－１１６５（一般電話）
 受付時間　月曜日　８時３０分～１９時　　火～金曜日　８時３０分～１７時１５分　　第２土曜日　９時～１６時
※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に19時まで相談を受け付けます。
※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。

 問　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）　　保健福祉課（☎５２－２１９５）

必要な資格期間が２５年から１０年に短縮されます！

　住民票の住所は、国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登録などにつながる大切な情報です。
　入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、次の手続きが必要です。
◆市区町村窓口での「正確な住所の届出」を！（法律上の義務です）

◆マイナンバーの「通知カード」または「マイナンバーカード」の住所変更の届出もお忘れなく！

 問　住民サービス課（☎52-2194）

引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！

平成29年8月1日時点で、資格期間が10年以上25年未満の方1

平成29年8月1日時点で、資格期間が10年未満の60歳以上の方2

平成29年8月1日以降に、支給開始年齢に到達する方3

資格期間を確認したい方4

マイナンバーの「通知カード」

◎他の市区町村に転出・転入される場合

住民サービス課 住民サービス課

引越先の市区町村

［転出前に］
転出届を提出して
転出証明書を受け取る

［転入後14日以内に］
転出証明書を添えて
転入の届出をする

◎和木町内で転居される場合

（正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場合、
5万円以下の過料に処される場合があります。）

［転居後14日以内に］
転居の届出をする

「マイナンバーカード」（個人番号カード）

和木　花子

和木　花子
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学　年
高校・高等専門学校1年生
高校・高等専門学校2年生以上
専修学校1年生
専修学校2年生以上
大学（短大）1年生
大学2年生以上

出身中学校長
在学高校・高等専門学校長
出身中学校・高等学校長
在学専修学校長
出身高等学校長
在学大学（校）長

推薦調書の発行者

○　高校生・大学生（短大生含む）・大学院生・高等専門学校生・専修学校生
○　学業優秀な人
○　本町に2年以上住所を有する者の子女
○　学資の支出が困難な人

和木町奨学生を募集します

○　大学（短大）生・大学院生
　　国  公  立　35,000円以内　　私立　42,000円以内
○　高校生
　　国  公  立　13,000円以内　　私立　20,000円以内
○　高等専門学校
　　国公私立　20,000円以内
○　専修学校
　　専門課程　35,000円以内　　高等課程　13,000円以内

○　奨学金貸付申請書　　
○　在学証明書
○　成績証明書（出席日数が記入されていること／調査書でも可）　　　　　
○　学校長の推薦調書（下表のとおり）

　平成２９年度就学援助費交付申請は、４月３日㈪より受付開始となります。申請要件や提出書類など、詳細につきま
しては広報４月号に掲載予定です。
　平成２８年１月より、就学援助費交付申請書への個人番号（マイナンバー）の記入が必須となったため、申請される
予定の方は、ご家族全員の個人番号を把握された上、申請者（保護者）の個人番号と身元の確認ができるもの（Aもし
くはBのいずれかが必要です）をご準備ください。
　　A 個人番号カード
　　B 通知カード＋運転免許証、パスポートなど(顔写真付き身分証明書１点)
※就学援助制度とは、経済的な理由により就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費・校外活動費の一部など必要
な援助を行う制度です。
 問   就学援助制度について：教育委員会事務局（☎53-3123）

個人番号に係る手続きについて：住民サービス課（☎52-2194）

※いずれも1名あたりの月額

　申請書類を審査し、6月下旬頃に決定します。貸付が決定された方は、誓約書に下記の書類を添付して提出してくだ
さい。なお、期限までに書類の提出がない場合は、辞退したものと見なします。
○奨学生の決定を受けた方と保護者（連帯保証人）……印鑑登録証明書
○連帯保証人（保護者を除く）……印鑑登録証明書、所得証明書、納税証明書
※連帯保証人（保護者を除く）は、独立の生計を営む方で、市町村民税または固定資産税を納付した方としてください。
○御本人（奨学生）名義の口座振替申出書

【貸付について】
　毎月5日（金融機関休業日の場合は前営業日）に指定口座に入金します。なお、初回は貸付決定後に4月分から、さか
のぼって振り込みます。

【返済期間】
　各学校を卒業して1年後から返済を行っていただきます。返済期間は在学された期間の2倍以内とします。

貸付要件

貸付金額

提出書類

提出期限

貸付の可否について

5月12日㈮必着

提出・問合先 教育委員会事務局 （☎53-3123）

平成２９年度就学援助費交付申請について
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3月の行事（わくわくタイム）
  9日　林さんの親子防災教室
23日　お話会

3月の行事（うきうきタイム）
　     3日㈮　発育測定（来所順）
　   10日㈮　作ってあそぼ
　　　　　　　(工作は25年度生のみ)
　   17日㈮　誕生日会

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

すっくちゃん

すくすく計測相談会

地域子育て支援センターからのお知らせ

うきうき広場
　親子がふれあい、楽しむ場です。
お待ちしています。
 日時　毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　 注意 3月7日・3月21日～ 4月4日はお休みです
　　　 ９時３０分～１２時
　　　 うきうきタイム（保育士による手遊び等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 １１時頃～
　　　 所庭での外遊び　　　　　　　１１時３０分頃～
 対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者
 場所　地域子育て支援センター
　　　 （保育所２階）

　小さい赤ちゃんでも安心です。お気軽にご利用下さい。
 日時　3月16日㈭　１３時３０分～１５時 受付
 対象　新生児・乳児・幼児　※事前申込み不要
 内容　身長・体重測定、
　　　 その他保健、栄養、
　　　 母乳相談
 場所・問　保健相談センター
　　　　　 （☎52-7290）

　リズムにあわせて体を動かすリトミック♪親子で五感
をつかってリトミックを楽しみましょう！
 日時　3月8日㈬　１０時～１１時
 対象　乳幼児とご家族
 内容　親子リトミック
 場所　保健相談センター　講堂
 申込期限　３月６日㈪
 申込み　保育所（☎53-5551）
　　　　 保健相談センター（☎52-7290）

 問　地域子育て支援センター（☎53-5551）

子育てサロン「たんぽぽ」
　子育てサロン「たんぽぽ」では、親子のコミュニケー
ションのための場を提供しています。お気軽にご参加
下さい。
 日時　3月21日㈫　１０時～１１時３０分
 対象　乳幼児（幼稚園に入園前まで）
 内容　室内での遊び・茶話会
　　　 ※事前申し込み不要
 場所　和木２丁目第３集会所
　　　 （山の手集会所）
 参加費　１家族１００円
 問　社会福祉協議会
　　 （☎52-8644）

３月１日～７日は
子ども予防接種週間

　受け忘れの予防接種はありません
か？定期予防接種は対象期間を過ぎる
と、実費での接種になります。母子手
帳で接種の確認をしましょう。
 問　保健相談センター
　　 （☎52-7290）

3月1～8日　女性の健康週間
　女性はホルモンバランスにより、さまざまな症状が出ることがあります。
気になる症状を相談できるかかりつけの婦人科をもつこと、定期的な健診を受けることをお勧めします。

わくわくルーム
　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場として開
放しています。
 日時　毎週木曜日　９時～１６時
　　　 わくわくタイム　１１時頃から
　　　 （わくわくタイムを実施しない日もあります）
 場所・問　保健相談センター（☎52-7290）

子育て支援センター
親子でリトミック
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運動編～メノポーズ～

3月は自殺対策強化月間です

3月 大根の甘酢サラダ

問合せ
申込先

保健相談
センター

（☎52-7290）

か
ら
だ

応
援
ペ
ー
ジ

元気アップ教室

　健康のためにできること…まずは、自分のか
らだを知ることです！ 
 日時　３月１３日㈪
　　　 １０時～１５時
 対象　一般の方　　
 内容　体組成測定
 場所　保健相談センター 　
　　　 ※予約不要　

　寄りそう、支えあう、つながりあうことが大切
です。あなたを必要としている人がいます。
 気づき　家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
 傾  聴　本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
 つなぎ　早めに専門家に相談するよう促す
 見守り　温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

　メノポーズとは更年期のことです。ゆったりとした運
動で心身のバランスを整えます。
日時　３月１０日㈮
１３時３０分～１５時
準備物　動きやすい服装・
室内シューズ・タオル・飲み物
申込期限　３月７日㈫（定員１５名）
 場所・問　保健相談センター（☎52-7290）

知って、変わろう！知って、変わろう！

実 施 日内　容
ストレス相談
骨髄バンク登録

時　間
13：30～15：30

受付 9：00～11：00

予約電話番号
☎29－1525

☎29－1523

エイズ検査 13：00～16：00

Ｂ・Ｃ型肝炎検査 10：00～11：00

☎29－1519

☎29－1525ひきこもり家族の会 13：30～16：00

※毎月第３火曜日
※毎月第２火曜日
※毎月第4火曜日

3月14日・28日㈫
※毎月第２・第４火曜日

3月21日㈫
3月14日㈫
3月28日㈫

3月22日㈬

医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町1-1-1）

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号まで、ご連絡下さい。

一人分エネルギー　54キロカロリー
大根なますにツナを加える事により、味にまろやかさがでて、サラダとして
どなたにも食べていただける一品です。
（和木町食生活改善推進協議会 ２班）

●作り方
①下準備　大根・にんじん…千切り、塩少々（分量外）をふっておく。
きゅうり…縦半分に切り、薄切り、塩少々（分量外）をふっておく。
ツナ…汁けをきっておく。
②和える　ボウルにⓐの調味料を合わせ、水けを絞った大根、
にんじん、きゅうりを入れる。ツナも加えて和える。

（材料４人分）

大根
きゅうり
にんじん
ツナ

　   薄口しょうゆ
ⓐ   酢
　   砂糖｛

・・・・・・・・・・・・・・・・ １４０ｇ
・・・・・・・・・・・・・ １００ｇ
・・・・・・・・・・・・・ ４０ｇ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０ｇ

・・ 大さじ１
・・・・・・・・・・・ 大さじ１
・・・・・・・・ 大さじ１

　献血は、患者さんの命を守る愛の活動です。多くの
皆様のご協力をお待ちしています。
 日時　3月29日㈬　
　　　10時～12時　13時～15時30分
 場所・問　保健相談センター（☎52-7290）

献血バスがやってきます

平成29年度  和木町健診・がん検診の申込書を４月上旬に世帯毎に配布します
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前田綱夫さん

　
今
回
は
、「
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
」
と
し
て
、
小
学
生
の
通
学
路

の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
前
田
綱
夫
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　「
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
は
、

平
成
18
年
度
に
発
足
し
現
在
約

30
名
の
方
が
登
録
、
黄
緑
の
帽

子
と
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
身
に
つ
け
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
田
さ
ん

は
、
平
成
23
年
度
に
加
入
さ
れ
約
５
年
間
、
小
学
生
の
登
下
校
を

見
守
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
田
さ
ん
は
、
朝
の
児
童
の
登
校
時
間
に
は
、
和
木
４
丁
目
の

ご
自
宅
付
近
か
ら
小
学
校
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
し
、

挨
拶
や
声
を
か
け
な
が
ら
、
歩
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　「
最
初
は
、
通
学
路
に
立
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て

一
緒
に
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
が
半
分
、

自
分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
が
半
分
。
だ
か
ら
続
け
ら
れ
る
。」
と

の
こ
と
。

　
　
春
は
何
か
始
め
た

く
な
る
季
節
で
す
ね
。

「
Ｗ
Ａ
！
き
ら
り
人
」

で
は
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
方

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
小
学
校
ま
で
子
ど
も
た
ち
を

見
送
っ
た
後
、
大
和
橋
を
渡
り
、

大
竹
側
の
小
瀬
川
沿
い
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
栄
橋
を
渡
っ
て
ご
自
宅

に
戻
ら
れ
ま
す
。
朝
か
ら
し
っ
か

り
歩
か
れ
て
健
康
的
で
す
ね
。

　
前
田
さ
ん
が
「
わ
き
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
」
に
加
入
さ
れ
た
の
は
、

退
職
し
て
２
年
後
。
広
報
わ
き
で

「
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
の
紹

介
記
事
を
見
ら
れ
て
、
申
し
込

ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　「
高
学
年
の
児
童
と
は
、
将
来

の
夢
に
つ
い
て
の
話
を
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が

で
き
る
の
が
、
醍
醐
味
。
自
分
に

と
っ
て
も
社
会
勉
強
！
」と
の
こ
と
。

　
前
田
さ
ん
、
そ
し
て
、
町
内
の

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
み
な
さ
ま
！

通
学
路
の
見
守
り
を
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

通
学
路
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
健
康
づ
く
り
！

通
学
路
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
健
康
づ
く
り
！

わわ
ききらり
人
Vol.3

WA!

び  と
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行

政

相

談

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
制
度

巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

試
験
準
備
講
習

危
険
物
取
扱
者
試
験

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

相
続
、遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

英
検
、数
検
、漢
検
受
検
料
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

願
書
受
付

申
込
手
続

加
入
条
件

主
催

目
的

日
時

場
所

日
時

条
件

場
所

内
容

場
所

問問

問

問

問

問問

日
時

日
時

主
催

日
時

特
典

場
所

場
・
問

主
催

試
験
日

申
込
み

講
習
日
時

講
習
会
場

各
種
お
知
ら
せ

　 
　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
って
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　 

3
月
17
日
㈮
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
–
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に
8
時
30
分

〜
16
時
ま
で
右
記
の
場
所
で
行
って
い
ま
す
。

　
　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　 

3
月
23
日
㈭
　
9
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
健
康
相
談
室

　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

岩
国
市
役
所
前
事
務
所（
☎
22
–
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
毎
月
第
4
週
に
開
催
を
予
定
で
す
。

　　
　 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

3
月
16
日
㈭
　
9
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニテ
ィ
セ
ン
タ
ー  

１
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　 

行
政
書
士
　
用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
–
3
3
7
5
–
1
1
5
2
）

　
平
成
27
年
6
月
1
日
以
降
の
入
院
に
つ
い
て
、

1
日
目
か
ら
の
入
院
給
付
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
、
労
働
災
害
の
事
故
、
不
慮

の
事
故
や
病
気
な
ど
の
死
亡
、障
害
、入
院
等
、

火
災
・
風
水
害
で
の
住
宅
災
害
、結
婚
、出
産
、

銀
婚
、
小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
に
対
す

る
祝
い
金
な
ど
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

・
事
業
所
が
従
業
員
の
た
め
に
共
済
掛
け
金

を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
損
金
ま
た
は
必

要
経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

・
全
国
宿
泊
施
設
利
用
料
助
成
、
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
料
助
成
、
国
家
資
格

試
験
等
受
験
料
助
成
も
あ
り
ま
す
。

・
県
内
の
中
小
企
業
の
勤
労
者
で
、
契
約
発

効
日
の
前
日
に
健
康
な
方

・
年
齢
は
満
15
歳
〜
満
71
歳

（
子
ど
も
は
0
歳
〜
満
25
歳
未
満
）

・
1
ヶ
月
の
掛
け
金
（
1
人
分
）

  

1
型
　
4
5
0
円

  

2
型
　
9
0
0
円

  

3
型
　
1
，5
0
0
円

  

4
型
　
2
，0
0
0
円

  

高
齢
者
型
　
4
5
0
円

  

フ
ァ
ミ
リ
ー
型
　
5
0
0
0
円

　 

企
画
総
務
課
（
☎
52
–
2
1
3
6
）

　
　 

国
は
、
自
殺
総
合
対
策
大
綱
に
お
い
て

3
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
設
定
し
、
啓

発
活
動
と
あ
わ
せ
て
支
援
策
を
重
点
的
に
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
殺
対
策
強
化
月
間
の
取
組
と
し
て
、
悩

む
人
への
支
援
の
た
め
、
弁
護
士
会
と
の
合
同

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
　 

山
口
県
　

　
　 

3
月
12
日
㈰
　
10
時
〜
16
時

　
　 

山
口
県
総
合
保
健
会
館
　
1
階
研
修
室

　
　 

・
弁
護
士
に
よ
る
相
談

　
　 

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受
給

者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た

め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　 

3
月
21
日
㈫
　
13
時
〜
16
時

　
　 

和
木
町
文
化
会
館
　
２
階
商
工
指
導
室

　 

岩
国
公
共
職
業
安
定
所（

☎
21
–
3
2
8
1
）

　
　
　 
6
月
18
日
㈰

電
子
申
請
　
4
月
8
日
㈯
〜
21
日
㈮

書
面
申
請
　
4
月
11
日
㈫
〜
24
日
㈪

　 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　（
☎
31
–
0
1
9
6
）

　（
乙
種
第
四
類
受
験
者
対
象
、
有
料
）

　
　
　  

法
令
　
　
5
月
30
日
㈫
　
9
時
〜
16
時

理
化
学
　
5
月
31
日
㈬
　
9
時
〜
16
時

　
　
　
　 

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　 

岩
国
地
区
防
災
協
会

（
消
防
本
部
予
防
課
内
）
に
直
接
申
し
込
み

（
☎
93
–
3
3
1
0
）

　 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　（
☎
31
–
0
1
9
6
）

　
教
育
委
員
会
で
は
町
内
在
住
の
小
学
生
、

中
学
生
及
び
高
校
生
に
対
し
て
、
実
用
英
語

技
能
検
定
（
英
検
）・
実
用
数
学
技
能
検
定

（
数
検
）
及
び
日
本
漢
字
能
力
検
定
（
漢

検
）
の
受
検
料
を
合
否
に
関
係
な
く
、
全

額
助
成
し
て
い
ま
す
（
そ
れ
ぞ
れ
年
度
内
に

１
回
限
り
）。

　
　 

平
成
28
年
4
月
か
ら
29
年
2
月
ま
で
の

間
に
前
述
の
3
種
類
の
検
定
を
受
検
し
、
ま

だ
助
成
金
の
交
付
申
請
を
し
て
い
な
い
人
。

　
　
　 

検
定
結
果
通
知
書
の
写
し
を
貼
り

付
け
た
「
和
木
町
向
学
支
援
事
業
助
成
金

交
付
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
3

月
31
日
㈮
ま
で
に
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
和
木
町
文
化
会
館
に

あ
り
、
和
木
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

　 

教
育
委
員
会
（
☎
53
–
3
1
2
3
）
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和
木
町
創
業
支
援
事
業

山
火
事
注
意  

！

　
予
備
自
衛
官
補
と
は
一
般
の
社
会
人
や
学

生
と
いっ
た
自
衛
官
未
経
験
者
を
公
募
・
採

用
し
教
育
訓
練
終
了
後
、「
予
備
自
衛
官
」

と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
す
。
予
備
自
衛
官

は
社
会
人
で
あ
り
な
が
ら
有
事
の
際
は
、
自

衛
官
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　一
般
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

技
能
　
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
国
家
免
許
　

　
　
　
資
格
等
に
応
じ
53
歳
〜
55
歳
未
満

　
　
　
　 

4
月
7
日
㈮

　
　
　 
4
月
14
日
㈮
〜
18
日
㈫
の
い
ず
れ
か

一
日

　 

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
　
岩
国
地
域
事

務
所
　
担
当
　
山
下
（
岩
国
市
山
手
町
2
丁
目

1
–
8
　
米
沢
ビ
ル
2
階
）（
☎
23
–
1
5
8
0
）

　
　 

3
月
1
日
㈬
〜
7
日
㈫

全
国
統
一
標
語
　

「
消
し
ま
し
ょ
う
　
そ
の
日
そ
の
時
　
そ
の

場
所
で
」

　
3
月
1
日
か
ら
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾

燥
し
ま
す
の
で
、
火
の
元
・
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　（
☎
31
–
0
1
9
6
）

　
和
木
町
で
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基

づ
く
「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

平
成
28
年
12
月
26
日
に
国
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

　
創
業
を
目
指
す
方
へ
、
金
融
機
関
や
支
援

機
関
等
と
連
携
し
た
様
々
な
支
援
を
通
し
て
、

開
業
率
の
向
上
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
創
業
希
望
者
、
ま
た
は
創
業
後
5
年
以
内

の
事
業
者

・
国
、
県
、
町
、
各
支
援
機
関
の
補
助
制
度

や
制
度
融
資
等
の
情
報
提
供

・
経
営
、
財
務
、
人
材
育
成
、
販
路
開
拓
に

関
す
る
知
識
に
つい
て
、
創
業
希
望
者
の
事

業
計
画
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス

　 

企
画
総
務
課
（
☎
52
–
2
1
3
6
）

山
火
事
を
防
止
す
る
た
め
に

　
山
火
事
は
例
年
、
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け

て
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
人
の
火
の
取

扱
い
の
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め
に
、

一
人
一
人
が
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

統
一
標
語

　

『
火
の
用
心
　
森
か
ら
聞
こ
え
る
　
あ
り
が

と
う
』

　 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　（
☎
31
–
0
1
9
6
）

①
昭
和
62
年
4
月
2
日
〜
平
成
8
年
4
月
１

日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
8
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
、

大
学
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
30
年
3
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
。）
ま
た
は
人
事
院
が

①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

3
月
31
日
㈮
〜
4
月
12
日
㈬

専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

郵
送
ま
た
は
持
参 

3
月
31
日
㈮
〜
4
月
3
日
㈪

　
　

試
験
日
　
6
月
11
日
㈰

　 

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　 

〒
7
3
0
–
8
5
2
1

　 

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
6
–
30

　 （
☎
0
8
2
–
2
2
1
–
9
2
1
1
）

 

　（
内
線
3
6
3
5
・
3
7
4
3
）

　 

　
受
験
案
内
及
び
パ
ン
フ
レッ
ト
の
請
求
も

　 

行
って
お
り
ま
す
。

　
山
口
県
立
大
学
で
は
、
授
業
科
目
の
一
部

を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
教
員
を
は
じ
め
、
各
界
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
講
師
陣
に
よ
る
講
義
を
学
生
と
一

緒
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
平
成
29
年
度
前
期
は
全
5
科
目
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
講
義
内
容
や
日
程
に
つ
い
て
は
、
直

接
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 

4
月
10
日
㈪
〜
7
月
28
日
㈮

【
生
命
と
生
活
の
質
】
全
15
回

【
環
境
理
論
特
別
講
義
Ⅰ
】
全
3
回

【
哲
学
】
全
15
回

【
健
康
ス
ポ
ー
ツ
理
論
a
】
全
15
回

【
ア
ジ
ア
文
化
論
】
全
15
回

※
授
業
科
目
に
よ
り
開
講
日
時
が
異
な
り

ま
す
。

　
　 

山
口
県
立
大
学

　
　 （
山
口
市
桜
畠
3
–
2
–
1
）

　
　
　 

各
回
5
0
0
円

　
　
　
山
口
県
立
大
学
　
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
☎
0
8
3
–
9
2
8
–
3
4
9
5
）

　
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
母
子
家
庭
や
寡
婦

の
生
活
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。お
互
い
の
悩
み
、心
配
事
の
相
談
や
、

研
修
会
な
ど
に
参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
母
子
福
祉
に
関
す
る
お
尋
ね
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　 

町
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、
寡

婦
の
方

　
　
　 

8
0
0
円
／
人

　 

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52
–
8
6
4
4
）

支
援
内
容

受
験
資
格

開
講
期
間

授
業
科
目

申
込
期
限

第
1
次
試
験

申
込
期
限

応
募
資
格

場
所

期
間

山
口
県
立
大
学

平
成
29
年
度
前
期
公
開
授
業

支
援
対
象
者

試
験
日

受
講
料

年
会
費

対
象
者

問

問

問

問

問

問

自
衛
隊

　予
備
自
衛
官
補
募
集

国
税
専
門
官
募
集

母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員
募
集

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

４
月
１
日
は
表
示
登
記
の
日

４
月
１
日
は
表
示
登
記
の
日

申
・
問
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和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団

員

募

集
！

山
口
県
会
長
杯
新
人
戦

岩
柳
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会

和
木
町
体
育
協
会
会
員
募
集
！

　
和
木
町
体
育
協
会
で
は
、
平
成
29
年
度
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
あ
る
、
も
っ
と
技
術
を

高
め
た
い
方
な
ど
、
気
軽
に
入
会
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
自
治
会
よ
り
各
戸
配
付
さ
れ
る

（
平
成
29
年
度
入
会
案
内
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　 

1
月
19
日 

　
　 

バ
タ
フ
ラ
イ
ア
リ
ー
ナ

　
　 

準
優
勝
　
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　

　
　 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
長
門
市
で
開
催
さ
れ
る
県
決
勝
大
会
に
出
場
決
定

　
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
平
成
29

年
度
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
全
な
心
と
身
体
を

形
成
し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
場
と
し
て
、

更
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
く
場
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　 

剣
道
・
サ
ッ
カ
ー
・バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

　
　
　
　 

体
操
・
軟
式
野
球
・ソ
フ
ト
ボ
ー
ル・

　
　
　
　  

ミ
ニバ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
日
本
拳
法

　
　
　
　 

3
月
2
日
㈭
〜
22
日
㈬

　
　
　
　 

窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
指

定
の
保
険
料
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
ま
で

　
　
　 
期
間
を
過
ぎ
て
の
申
し
込
み
は
、
公

式
戦
への
出
場
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
（
体
育
セ

ン
タ
ー
内
）　 

（
☎
52
–
2
8
1
1
）

　体育センターでは、生涯スポーツ事業の一環として皆さまにいろいろなスポーツにチャレンジしていただこうと、
下記スポーツ教室を開講いたします。健康管理と体力増強のために、是非スポーツ教室にご参加ください。

卓 球

バドミントン

初心者、
初・中級

初心者、初・中級
（一般を含む小学生３年以上）

自 4月8日㈯
至 6月24日㈯

自 9時30分
至 11時30分

自 9時30分
至 11時30分

65歳未満 1,900円
65歳以上 1,250円

高校生以上 1,900円
65歳以上 1,250円
（中学生以下・850円）

自 4月8日㈯
至 6月24日㈯

一般 20名程度

20名程度

保険料時　間 定　員

土

土

曜開講期間技術等の程度 対象教室名

 申込期限  ３月２日㈭～２２日㈬
 申・問  体育センター（☎52‒2811）
※７月以降、自主的に継続される場合は、別途体育センター使用料並びに使用申請書の提出が必要となりますので
ご注意ください。
 その他   
○保険料は、申込書提出時に一緒にお支払いいただき、受付後の返却は一切いたしません。
○教材費は、それぞれの教室によって額が違います。教室開講後、別途お支払いください。
○用具等は、各自でご用意ください。
○日程等は、都合により変更または中止となることがございますのでご了承下さい。
○個人情報は、和木町スポーツ教室の運営に関する業務以外には一切使用致しません。

平成29年度

 和木スポーツクラブでは、生涯スポーツの
一環として硬式テニス教室を企画しました。
 申込期限　４月４日㈫～６月７日㈬
 日時　１８時３０分～２０時３０分
　　　 火曜日コース、水曜日コース
　　　 １回／週（各計１０回）
 技術程度 　初心者・初級・中級
　　　　　  （Ｃ級程度まで）
 開催場所　体育センター庭球場
 指導者　和木町体育協会　硬式テニス部
 　　　  （竹本氏ほか）
 募集　定員火曜日コース、
 　　　水曜日コースともに
 　　　先着２０名まで
 受講費用　２,０００円
 申込み　体育センター
 申込期限　３月２０日（月・祝）
 その他　スポーツ安全保険に任意加入する  

場合は、別途保険料が必要です。
コートコンディションが悪い日は、
中止となります。

平成29年度
テニススクール（Ⅰ期）

受講生募集！
テニススクール（Ⅰ期）

受講生募集！
ス

ポ
ー
ツ

期
日

会
場

結
果

和木町スポーツ教室受講生募集中！！和木町スポーツ教室受講生募集中！！

申
・
問

申
込
期
間

申
込
方
法

活
動
種
目

そ
の
他
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体力つくり講座 受講生募集！！体力つくり講座 受講生募集！！
　体育センターでは、生涯スポーツ事業の一環として、バドミントンで体力つくりをしてみたい方を対象に体力
つくり講座を開講いたします。
　あなたの健康管理と体力増強に体力つくり講座利用してみてはいかがですか？

体力つくり講座
自 平成29年4月1日㈯
至 平成30年3月24日㈯

自 9時30分
至 11時30分

65歳未満 1,900円
65歳以上 1,250円一般 15名

保険料時　間 定員

土

曜開講期間対象教室名

 申込期限  ３月２日㈭～２２日㈬
 申・問  体育センター（☎52‒2811）
 その他   
○開講後、講座生の中から世話役（責任者）を選出していただき、自主運営していただきます。
○原則として講師はいません。講師が必要な場合は講座の中で話し合いをされ、依頼した場合は、講座生が月謝を
集め講師に謝礼を支払っていただきます。
○教材費については、講座開講後、別途お支払いください。
○スポーツ安全保険（保険料1,900円または1,250円／年間）に加入していただきます。申込の際お支払いください。
○用具等は、各自でご用意ください。
○日程等は、都合により変更または中止となることがございますのでご了承下さい。

 日時  ５月５日（金・祝）
 会場  和木ゴルフ倶楽部
　　　７時３２分　ＯＵＴ・ＩＮスタート　※開会式はございません　
 募集定員  ２００名（５０組）
 競技方法  ハーフコンペ形式（午前中９ホールのダブルぺリア方式）
 　　　　  ※プレーは１８ホールです　　　　　　　　　　　
 等賞  競技の特性上、成績表はアウト・イン別に優勝・2位・3位および飛び賞・ニアピン・ドラコンなど各賞
 表彰  プレー終了時にフロント付近に掲示いたします。
　　　※入賞者は、お帰りの際に賞品をお受取りください。
 組合せおよびスタート時間  主催者一任（スタート時間希望多数の場合は、抽選といたします）
 申込方法  所定の申込書に必要事項記入の上、次の場所で受付いたします。
①体育センター（℻ ： 52‒9149）
②和木ゴルフ倶楽部（℻ ： 52‒1802）
③蜂ヶ峯ゴルフガーデン（℻ ： 53‒6141）
※ＦＡＸのみ申込可。
 申込期間  ３月１３日㈪～４月１４日㈮
※定員になり次第締め切ります。
 参加料  1，５００円（プレー費と合わせフロントにて精算させていただきます）　
 プレー費 
○パル･乗用カート・食事付　 １４，７２２円　（諸費、税込）
○セルフ・乗用カート・食事付　１０，６１８円　（諸費、税込）
※和木ゴルフ倶楽部正会員は別途会員料金となります。
※和木町在住の方は、上記料金より１，０８０円割引となります。
 問  体育センター（☎52‒2811）

平成29年度

第28回 和木町ゴルフ大会開催
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和
木
駐
在
所
だ
よ
り

今 月 の 納 税
上下水道使用料……１・２月分
町営住宅使用料………３月分
国民健康保険料………９期分
介護保険料……………９期分
後期高齢者医療保険料…９期分

　町税などの納税は便利な
口座振替をご利用ください。
※納期限は３月３１日㈮です。
　 税務課（☎52‒２１９３）問

◇
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　 
3
月
9
日
㈭
〜
15
日
㈬
の
7
日
間

運
動
の
重
点

○
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
者
の
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

○
反
射
材
着
用
の
促
進

交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　
平
成
28
年
中
に
山
口
県
内
で
交
通
事
故

に
よ
っ
て
無
く
な
っ
た
64
人
の
う
ち
、65
歳

以
上
の
高
齢
者
は
30
人
で
し
た
。

　
道
路
横
断
前
だ
け
で
な
く
、横
断
中
に

も
左
右
か
ら
車
が
来
て
い
な
い
こ
と
を
十

分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
夜
間
や
早
朝
、夕
方
な
ど
に
出
か
け
る

と
き
は
、反
射
材
を
活
用
し
、い
ろ
ん
な
角

度
か
ら
も
光
っ
て
見
え
る
よ

う
に
、１
個
だ
け
で
な
く
複

数
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
】

　
子
供
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
夢

中
に
な
っ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
場

合
の
注
意
点
を
教
え
て
ほ
し
い
。

【
処
理
】

　
遊
び
方
の
ル
ー
ル
を
家
族
で
話
し

合
っ
て
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
子
供
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

大
切
さ
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
子
供
は
、
大
人
が
思
っ
て
い
る
以

上
に
、
友
達
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
多
く
の
情
報
を
得
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ゲ
ー
ム
を
家
族
で
楽
し
ん
で
い

る
場
合
に
は
、
大
人
が
利
用
す
る
姿

を
よ
く
見
て
お
り
、
決
済
の
手
続
き

が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。「
ア
イ
テ
ム

が
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か
ら
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
黙
っ
て
利
用
し
て
し
ま

い
、
高
額
な
請
求
を
さ
れ
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
大
人
は
ゲ
ー
ム
の
決
済
の

仕
組
み
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
認

証
後
、
数
分
間
は
ロ
グ
イ
ン
が
有
効

な
た
め
に
、
決
済
が
で
き
て
し
ま
う

場
合
や
、
課
金
時
に
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
明

細
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
数
ヶ
月
に
わ
た
り
子
供
が
使

用
し
た
後
で
高
額
な
請
求
に
気
づ
く

こ
と
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課

（
☎
52
–
２
１
３
６
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
–
９
２
４
–
２
４
２
１
）

消費者生活相談
だより

オンラインゲームの
注意点

Vol.140

和 

木 

俳 

句 

教 

室
（
2
月
句
会
）

梅
林
の
上
に
連
な
る
小
島
か
な
　
　
　
　
　
　
浜
田
千
代
美

冬
の
田
に
巌
の
色
し
て
雁
の
背
な
 
 

小
川
　
誉
子

春
浅
し
日
差
し
集
め
る
畦
の
草
 

 

灰
岡
美
穂
子

杖
つ
く
や
つ
ま
ず
く
杖
に
蕗
の
壷
 

 

平
岡
　
菊
江

坂
み
ち
の
雪
の
名
残
り
や
蟹
歩
き
 
 

与
三
本
愛
子

初
詣
欲
を
捨
て
た
か
御
利
益
か

一
等
引
き
あ
て
春
す
ぐ
来
た
る
 

 

井
口
美
智
子

　温
泉
に
つ
か
り
て
海
を
見
渡
せ
ば

至
福
の
時
間
心
温
た
む
 

 

 

村
上
　
敏
子

　三
ヶ
日
過
ぐ
れ
ば
部
屋
は
閑
散
と

た
た
み
し
夜
具
に
孫
の
笑
顔
が
 

 

向
田
登
美
子

　う
ら
庭
は
雪
を
か
む
り
て
見
ご
と
な
り

寒
さ
わ
す
れ
て
ひ
と
足
ふ
た
足
 

 

正
中
　
艶
子

　剪
定
の
庭
の
大
木
陽
を
う
け
し

明
る
き
新
年
　
良
き
年
祈
る
 

 

森
本
　
初
子

　真
夜
す
ぎ
て
い
つ
し
か
雪
に
か
わ
り
し
か

路
ゆ
く
車
の
音
沈
み
た
り
 
 

 

灰
岡
　
裕
美

　登
園
の
幼
に
言
い
し
「
が
ん
ば
ろ
ね
」

今
言
わ
れ
て
る
リ
ハ
ビ
リ
の
朝
 

 

横
川
美
代
子

　冬
ざ
れ
の
木
立
を
透
き
て
歯
朶
の
青

山
の
斜
面
は
色
の
と
き
め
く
 

 

藤
上
　
紀
子

和  

木  

短  

歌  

会

あ
た

ひ

し
　
だ

実
施
期
間

17



 対象　概ね６５歳以上の方
　　　

 申込み　年額保険料1,200円（６５歳以上）1,850円（６４歳以下）を添えて、地域
包括支援センター（役場１階  保健福祉課内）へ

 申込期限　3月15日㈬
 問　地域包括支援センター（役場１階　保健福祉課内）（☎52－2196）

『転ばぬ先のちえ教室等』参加者募集

総合コミュニティセンターの大清掃について

　つぎのとおり、館内の大清掃を行います。大変ご迷惑を
おかけします。
 実施日時　3月11日㈯・12日㈰　9時～ 17 時
 清掃内容　館内のワックスがけ及びガラス清掃
 注意事項　3月11日は小瀬川側からの出入り口を、
　　　　　12日は 1 階駐車場側の出入り口をご利用ください。
 図書館　通常どおり開館します
 その他　講座や会議等で使用可能な部屋が少なくなります。
　　　　 詳しくはお問い合わせください。
 問　総合コミュニティセンター（☎52－2191）

総合コミュニティセンターお風呂の終了について

『転ばぬ先のちえ教室等』参加者募集

　総合コミュニティセンター内に設置しているお風呂は、利
用者僅少と施設老朽化により、3 月末をもって終了させてい
ただきます。
　長年のご利用、誠にありがとうございました。
 問　総合コミュニティセンター（☎52－2191）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
だ
よ
り

　
３
月
の
カ
フ
ェ
は
、『
脳
活
性
化
音

楽
講
座
』
を
開
催
し
ま
す
。
打
楽
器

等
に
触
れ
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪

　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
、
認

知
症
に
関
す
る
心
配
ご
と
、
悩
み
ご

と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
個
室
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

♪
認
知
症
を
予
防
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
、
認
知
症
の
人
、
介
護
を
し

て
い
る
人
、
話
し
相
手
が
欲
し
い
人

な
ど
・
・
・
一
緒
に
わ
き
あ
い
あ
い
と

音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪
。

【
３
月
の
ご
案
内
】

 

日
時
　
3
月
27
日
㈪
　

　
　
　 

13
時
30
分
〜
15
時

 

場
所
　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

 

内
容
　『
脳
活
性
化
音
楽
講
座
』　
　

　
　
　  

歌
っ
て
！
笑
っ
て
！

　
　
　  

脳
を
活
性
！
　
音
楽
で

　
　
　  

脳
を
元
気
に
し
よ
う
！

 

講
師
　
兵
後
　
篤
雄
先
生

 

参
加
費
　
無
料
（
講
座
の
た
め
）

 

申
・
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
１
階
　
保
健
福
祉
課
内
）

（
☎
52‐2
1
9
6
）

元気で長生き！ を目標に、体操や認知症予防ゲームなどをしませんか？

●保健相談センター（午前）  毎週火曜日　９時３０分～１１時３０分
●保健相談センター（午後）  毎週火曜日　１３時３０分～１５時３０分
●和木４丁目第２集会所  毎週火曜日　９時３０分～１１時３０分
●関ヶ浜分館   毎週月曜日　９時0０分～１０時0０分（体操のみ）
●関ヶ浜2丁目集会所  毎週月曜日　９時３０分～１０時３０分（体操のみ）
●瀬田２丁目集会所   毎週月曜日　９時３０分～１１時３０分
●保健相談センター（いきいき教室自主活動）   隔週月曜日　１３時３０分～１５時0０分

《
各
教
室
の
場
所
お
よ
び
日
時
》

２９年度 山口県
食の安心モニター募集

山口県
食の安心モニター募集

 応募資格　
和木町在住の１８歳以上の方
 任期　委嘱日～平成３０年３月３１日
 募集人員　１人（年額一万円以内で

謝礼をお支払します）
 応募期間
３月２１日㈫～４月２０日㈭
 申・問　企画総務課（☎52-2136）

　県では、日常の買い物を通じて食
品表示などをモニタリンしていただく、
「山口県食の安心モニター」を募集
します。
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わき  Ｎｅｔわき  Ｎｅｔ
狂犬病予防一斉注射について

飼犬の無駄吠えはご近所の迷惑です

グループで花いっぱいのまちづくりに参加してみませんか

　平成２９年度の一斉注射を４月２１日㈮に実施します。犬の登録（生涯に１回）及び年１回の予防注射（生後９１
日以上の犬）は狂犬病予防法により義務付けられており、違反した場合は罪に問われる場合がありますので、是非
この機会に注射を受けましょう。
　なお、飼い犬を登録されている方には、事前にハガキを送付しますので、ハガキと料金を持参し、お近くの会場
へお越しください。
　まだ、犬を登録されていない方は、会場が大変混雑しますので、前日までに役場で登録の手続きをしていただき
ますよう、ご協力をお願いします。
 実施日　４月２１日㈮（雨天決行）
 会場及び時間
関ヶ浜分館  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ９時００分～  ９時１５分
瀬田分館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ９時２５分～  ９時４０分
大谷集会所 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ９時５０分～  ９時５０分
瀬田３丁目集会所  ‥‥‥‥‥‥ １０時０５分～１０時２０分
福祉会館駐車場   ‥‥‥‥‥‥ １０時３０分～１０時５０分
和木４丁目第１集会所   ‥‥‥‥ １０時５５分～１１時１０分
和木５丁目集会所  ‥‥‥‥‥‥ １１時２０分～１１時３５分
役場西側駐車場   ‥‥‥‥‥‥ １１時４５分～１１時５５分
 注射料金　２,４００円
 注射済票交付手数料　５５０円
 登録手数料　３,０００円（犬の登録をしていない方）
 問　住民サービス課（☎52-2194）

　和木３丁目のあけぼの橋交差点にある花壇のお世話をしていただ
けるボランティアグループを募集しています。花が好きな方、花の育
成に興味のある方、皆さんの力で街並みに彩りを加えてみませんか？
 グループの条件
・３名以上
・花のまちづくりに自主的に参加し、営利を目的とせず、継続的に活
動を行っていただけるグループ
 補助金制度
花の苗、肥料、一部の消耗品等にかかる経費を補助します。
 問　住民サービス課（☎52-2194）

　飼犬の吠える声は、飼主はあまり気にならなくてもご近所には迷惑なものです。
　「犬は吠えるもの」といっても、四六時中吠える、訪問者があるたびに吠えかかる
ようでは困ります。ご近所トラブルに発展することもしばしばあります。
　むだ吠えを抑えるには、日頃から飼い主が責任を持ってしつけることが必要です。
　動物が好きな人もいれば、苦手な人もいます。皆が快適に過ごせるような飼い方
を心掛けましょう。

19



 提言内容
　町外の人が体育館を使用する際、少人数で運動らしい事もせず、
ただ使用時間とスペースがムダになっているように思います。
　町内の団体や子ども達がスポ少などの体力強化や技術の向上
を目的に日曜日などに使用したくても、なかなか願いがかないません。
体育館の半面、全面を使用する際の時間制限や規則を定めてい
ただきたいと思います。（大会を除く）
　まず、多くの人がより有効的に使用できるように希望します。
 回答
　ご提言ありがとうございます。　
　和木町内の公共施設を管理運営するために条例や規則が定
められており、既に体育センターや小中学校の体育館などの町の
運動施設についても、他の公共施設と同様に管理運営方法を定
めた条例・規則が制定されています。
　現在の例規（条例や規則）では、団体予約の場合、体育セ
ンターの利用に関して特に時間制限はなく、受付時に競技場のス
ペースが空いていれば、申請に沿って使用を許可し、ご利用い
ただいています。
　他の利用者に迷惑をかける行為や例規に違反した行為があっ
た場合には使用の許可を取り消すことができることになっています
が、冒頭のご指摘の事例がそれにあたるとも言えないようです。
　近隣市町でも特に使用時間などに制限を設けてはいないようで
すし、時間制限によりかえって施設が利用しづらくなる可能性もあ
りますので、今しばらくは現状のままで、事前に施設の空き状況な
どを確認していただいてご利用いただきたいと思います。
　なお、平成２５年４月から本町では「和木町立学校施設の開
放に関する条例」を制定し、小中学校の運動場や体育館・屋
内運動場を開放しています。日曜日であれば空いている時間帯も
ありますので、学校施設のご利用を希望される場合には教育委
員会にお問い合わせください。
 問　教育委員会（☎53-3123）体育センター（☎52-2811）

町 長 へ の 提 言

　町では、農作業による生産の喜びを多くの皆さんに体験していただき、自然とのふれあいを実感していただけるように、
ミニ農園の入園者を募集します。

 対象者　町内在住の方で今まで入園されていない方
 入園期間　４月１日～平成３０年３月３１日（最長５年間）
 募集期間　３月１日㈬～２４日㈮
 問　住民サービス課（☎５２－２１９４）
※入園料については、予定の金額です

ミニ農園入園者募集

　交通災害共済は、わずかな会費で加入で
き、加入者が交通事故にあわれた場合、そ
の会費から見舞金をお支払いする助け合い
制度です。平成 29 年度の和木町交通災害
共済の加入に必要な書類等を 2 月下旬に各
家庭に送付しました。加入を希望される方は
ご自身で手続きをしていただきますようお願い
します。（三井化学和木社宅自治会、三井
化学寮、ＪＸ和木寮にお住まいの方、及びわ
きあいあい苑に入所されている方は除きま
す。）
 会費　（平成29年4月1日現在の満年齢）
●15～ 59 歳 ５００円／年
●中学生以下 ３００円／年
●60 歳以上 無料
 加入方法
　送付した会員証をお持ちの上、会費を添
えて申し込んでください。会費無料の方も加
入するには申し込みが必要です。
※和木町に住所を有している人が扶養して
いて、就学等のために町外に転出してい
る方も加入できます。
 受付窓口
●会費の支払いがある場合…住民サービス
課、ゆうちょ銀行（中国５県）、山口銀行（県
内支店）、山口東農業協同組合

●60 歳以上（会費無料）の方のみが加入
する場合…住民サービス課、総合コミュ
ニティセンター、瀬田分館、関ヶ浜分館

 問　住民サービス課（☎52-2194）

新年度交通災害共済会員募集

 申込方法　
住民サービス課にある所定の
様式により申し込んでください。
なお、申込多数の場合は抽選
により入園者を決定します。

関
ヶ
浜
１
丁
目

 場所　
関ヶ浜１丁目２０８－
２，３，７
 面積　
７５㎡／区画
 入園料【年額】　
７，５００円（予定）

和
木
４
丁
目

 場所　
和木４丁目
 面積　
３７㎡
 入園料【年額】　
６，８００円（予定）
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3月26日㈰ 沖縄（那覇）線 再就航決定！
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安芸太田町

廿日市市

和木町の人口ピラミッド平成29年2月1日現在
総人口　6,486人（－4人）
世帯数　2,797世帯（－3）
和木町の面積　10.58㎢
（）内は前月比

女　3,285人（－3人）男　3,201人（－1人） 100以上
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　3月26日㈰のサマーダイヤより、岩国錦帯橋空港から沖縄（那覇）線を再
開します。
　このたびのダイヤでは、沖縄発岩国行の出発時間を15時とすることによ
り、復路搭乗日は現地での滞在時間をさらに有効にお使いいただけるよう
になります。
　また、年間運航とすることで、四季を通じてご希望の時期に沖縄を訪問
することが可能になります。

◇3月26日㈰～　ご搭乗分　運航ダイヤ（予定）

※ＮＨ1267　8月4日～22日は　11：05発、13：05着
 問　岩国市　観光振興課　空港利用促進室（☎29-5010）

岩国錦帯橋→沖縄（那覇）
便名 機材 出発 到着
1267 Ｂ737 11：25 13：25

沖縄（那覇）→岩国錦帯橋
便名 機材 出発 到着
1268 Ｂ737 15：00 16：50


